
阪
急
・
東
宝
グ
ル
ー
プ
の
創

業
者
と
し
て
、日
本
の
都
市
文

化
に
影
響
を

与
え
た
小
林

一
三
は
明
治

６（
１
８
７

３
）年
、巨
摩

郡
河
原
部
村

（
現
韮
崎
市
本

町
）の
商
家
に
生
ま
れ
た
。間
も

な
く
し
て
母
親
が
他
界
。婿
養

子
の
父
親
も
実

家
に
戻
っ
て
し

ま
っ
た
た
め
、

本
家
の
大
叔

父
に
育
て
ら
れ

た
。複
雑
な
家

庭
環
境
で
育
っ

た
一
三
は
小
学

校
高
等
科
を
卒

業
す
る
と
、自

由
民
権
運
動
の

指
導
者
・
加
賀

美
平
八
郎
に
よ
っ
て
創
始
さ

れ
た
南
八
代
村（
現
笛
吹
市
）

の
私
塾「
成
器
舎
」に
住
み
込
み

で
学
ん
だ
。

阪
急
電
鉄
社
長
に
就
任

成
器
舎
で
慶
応
義
塾（
現
慶

応
大
）の
存
在
を
知
っ
た
一
三

は
明
治
21（
１
８
８
８
）年
に
上

京
し
て
入
学
。在
学
中
は
文
学

や
観
劇
に
明
け
暮
れ
、執
筆
し

た
小
説
が
地
元
紙
に
連
載
さ

宝
塚
歌
劇
団
を
創
設

一
三
が
重
視
し
た
の
は
、単

に
乗
客
を
増
や
す
た
め
の
工
夫

で
は
な
く
、人
々
の
生
活
圏
の

設
計
だ
っ
た
。沿
線
の
住
宅
開

発
や
行
楽
地
、日
本
最
初
の
タ

ー
ミ
ナ
ル
デ
パ
ー
ト「
阪
急
百

貨
店
」の
開
発
な
ど
、駅
を
中
核

に
し
て
住
宅
、百
貨
店
、娯
楽
を

組
み
合
わ
せ
、鉄
道
と
地
域
の

暮
ら
し
を
結
び
付
け
た
。鉄
道

会
社
が
沿
線
開
発
ま
で
担
う
と

い
う
発
想
は
先
進
的
で
、後
の

私
鉄
経
営
の
原
型
と
な
っ
た
。

そ
の
象
徴
の
一
つ
が「
大
衆
」

を
意
識
し
た
事
業
だ
。大
正
２

（
１
９
１
３
）年
、兵
庫
県
宝
塚

市
の
温
泉
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

と
し
て
宝
塚
唱
歌
隊（
現
宝
塚

歌
劇
団
）を
結
成
し
た
。女
性
の

社
会
進
出
へ
の
理
解
が
乏
し
か

っ
た
時
代
、「
清
く 

正
し
く 

美

し
く
」の
校
訓
を
掲
げ
、親
し
み

や
す
く
、芸
術
性
の
高
い
興
行

を
展
開
。一
三
自
身
も
、脚
本
執

筆
な
ど
に
携
わ
っ
た
。昭
和
７

（
１
９
３
２
）年
に
は
東
京
宝
塚

劇
場（
現
東
宝
）を
創
設
。さ
ら

に
阪
急
ブ
レ
ー
ブ
ス（
現
オ
リ

ッ
ク
ス
・
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
）を

設
立
す
る
な
ど
大
衆
を
楽
し
ま

せ
る
新
た
な
文
化
や
娯
楽
の
創

出
に
も
挑
戦
し
た
。

◇
　
　
◇
　
　
◇

私
費
で
演
伎
館
買
い
取
る

一
三
は
県
内
の
文
化
振
興
に

も
足
跡
を
残
し
た
。昭
和
11（
１

９
３
６
）年
、経
営
難
に
陥
っ
て

い
た
甲
府
・
太
田
町
の
芝
居
小

屋「
演
伎
館
」を
買
い
取
り
、「
甲

府
宝
塚
劇
場
」と
し
て
開
館
し

た
。赤
字
が
見
込
ま
れ
る
演
伎

れ
た
こ
と
も
あ
っ

た
。新
聞
社
へ
の

入
社
を
希
望
し
た

が
か
な
わ
ず
、三

井
銀
行（
現
三
井

住
友
銀
行
）に
入

行
し
た
。

30
代
半
ば
で
退

社
す
る
と
、関
西
の
箕
面
有
馬

電
気
軌
道（
現
阪
急
宝
塚
線
・

箕
面
線
）の
株
式
引
き
受
け
に

関
与
し
た
こ
と
に
よ
り
、経
営

に
携
わ
る
。明
治
43（
１
９
１

０
）年
、運
行
を
開
始
し
た
同
社

は
社
名
を
阪
神
急
行
電
鉄
と
改

め
、大
正
９（
１
９
２
０
）年
に

神
戸
線
・
伊
丹
支
線
を
開
通
。

一
三
は
昭
和
２（
１
９
２
７
）

年
、社
長
に
就
任
し
た
。自
ら
新

た
な
事
業
に
挑
み
、地
域
社
会

の
発
展
を
見
据
え
た
経
営
を
進

め
、現
在
も「
阪
急
電
車
」と
し

て
親
し
ま
れ
て
い
る
。

館
の
買
収
に
つ
い
て
は
当
初
、

東
宝
の
重
役
ら
が
反
対
し
た

が
、一
三
が
故
郷
の
文
化
発
展

の
た
め
自
ら
私
財
を
出
し
た
こ

と
で
話
が
ま
と
ま
っ
た
。

甲
府
宝
塚
劇
場
の
建
物
は
昭

和
20（
１
９
４
５
）年
の
甲
府
空

襲
で
焼
失
し
た
が
翌
年
、中
央

１
丁
目
に
移
転
し
再
建
し
た
。

昭
和
31（
１
９
５
６
）年
に
は
映

画
館「
甲
府
シ
ネ
マ
」を
増
設
。

平
成
９（
１
９
９
７
）年
、同
劇

場
と
統
合
し
て「
甲
宝
シ
ネ
マ
」

と
な
っ
た
。そ
の
後
、運
営
会
社

が
交
代
す
る
も
、同
名
で
平
成

25（
２
０
１
３
）年
ま
で
営
業
。

地
域
に
根
差
し
た
文
化
拠
点
と

し
て
、77
年
間
に
わ
た
り
、本
県

の
大
衆
文
化
を
支
え
た
。

広
告
の
お
問
い
合
わ
せ
は　

山
梨
新
報
社
ま
で
☎
０
５
５（
２
３
７
）８
１
２
１

Ｐ
Ｒ
特
集 

（
山
梨
県
広
聴
広
報
グ
ル
ー
プ
）

宝
塚
歌
劇
団
創
立
40
周
年
記
念
公
演
で
団
員
に

囲
ま
れ
る
一
三（
２
列
目
中
央
、阪
急
文
化
財
団
蔵
）

宝
塚
歌
劇
団
の
劇
作
家
・
堀
正
旗
に
宛
て
た
一
三
直
筆
の
書

簡
。原
稿
の
お
礼
が
書
か
れ
て
い
る（
昭
和
６
年
、韮
崎
市
教
委
蔵
）

昭
和
11
年
、
一
三
が
買
収
し
た
「
演
伎

館
」。そ
の
後
、甲
府
宝
塚
劇
場
と
し
て
開

館
し
た（
山
梨
民
報
、昭
和
11
年
７
月
21
日
掲
載
）

田村茂撮影「現代日本の百人」
文芸春秋新社　国立国会図書
館デジタルコレクション

山
梨
県
は
日
本
の
近
代
化
に
大
き
く
貢
献
し
た
偉
人
を
数

多
く
輩
出
し
て
い
る
。
自
主
性
、
公
共
性
、
開
拓
精
神
と
い

う
甲
州
人
の
気
風
に
基
づ
い
た
先
人
た
ち
の
挑
戦
と
功
績

を
紹
介
す
る
。

新
時
代
を
拓
い
た

郷
土
の
先
人
た
ち

沿
線
に〝
暮
ら
し
〟つ
く
っ
た
先
見
性

沿
線
に〝
暮
ら
し
〟つ
く
っ
た
先
見
性

交
通
、商
業
、文
化
を
一
体
化

交
通
、商
業
、文
化
を
一
体
化

甲
州
財
閥

小
林
一
三
（
１
８
７
３
―
１
９
５
７
）

偉
人
の
言
葉

偉
人
の
言
葉

事
業
は
大
衆
を
相
手
に
し
た

事
業
で
な
く
て
は
成
功
し
な
い


